
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 札幌歯科学院専門学校 
設置者名 一般社団法人札幌歯科医師会  会長 山田 尚 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数 

省令で定める

基準単位数 

配

置

困

難 

専門課程 

歯科衛生士科 
夜 ・

通信 
70単位 

（2250時間） 

9単位 

（240時間） 
 

歯科技工士科 
夜 ・

通信 
67単位 

（1940時間） 

7単位 

（160時間） 
 

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://sapporo-shikagakuin.ac.jp/school/disclosure.html 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－②【⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部人

材の複数配置】 
 
※ 様式第 2号の２－①に掲げる法人以外の設置者（公益財団法人、公益社団法人、医療法

人、社会福祉法人、独立行政法人、個人等）は、この様式を用いること。 
 

学校名 札幌歯科学院専門学校 

設置者名 一般社団法人札幌歯科医師会 会長  山田 尚 

 

 

１．大学等の教育について外部人材の意見を反映することができる組織 

名称 札幌歯科学院専門学校 学校関係者評価委員会 

役割 
評価委員会は、本学院の自己評価に関する検証を行うとともに本学院の教育

理念、教育目標、教育活動、社会との連携、学校運営に関する事項を調査審

議し答申する。 

 

 

２．外部人材である構成員の一覧表 
前職又は現職 任期 備考（学校と関連する経歴等） 

歯科医師 2026.4.1～2027.3.31 学外者 

公認会計士 2026.4.1～2027.3.31 学外者 

歯科衛生士 2026.4.1～2027.3.31 学外者 

歯科技工士 2026.4.1～2027.3.31 学外者 

（備考）委員の任期は 1年とし、再任を妨げない。 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 札幌歯科学院専門学校 
設置者名 一般社団法人札幌歯科医師会 会長 山田 尚 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 
１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基準その

他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表していること。 

（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

①担当講師との打ち合わせ会議を開催し、シラバス作成ガイドラインに基づき各講師

へシラバス作成を依頼する。各講師が作成したシラバスを各科の科長がガイドライン

に沿って作成されているか、精査、確認する。 

②シラバスを冊子にしたものを学生へ配布、ガイダンス等において説明、周知する。 

授業計画書の公表方法 
https://sapporoshikagakuin.ac.jp/school/disclosure.h

tml 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、学修成果

を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定していること。 

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

①評価方法に関しては、各学年の学生が履修した授業科目についてシラバス作成ガイ

ドラインに記載された成績評価法に基づき、厳格適正に評価し、単位を授与･履修認定

を行う。 

②学生には「成績評価等に関する事項について」を配布し、年度初めのガイダンスに

て説明し周知する。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとともに、成績

の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

①成績評価は担当講師がシラバスに記載の「評価方法」に基づき、成績評価点数を 

１００点満点に換算し客観的指標により評価する。なお、各科目の合格者は評価点数

６０点以上を取得した者とする。 

 ②各学年において履修・修得した授業科目の総点数（平均化）を総合成績とし、上

位から２５％を「優」、５０％を「良」、２５％を「可」と区分し、総合成績一覧表に

おいて表示する。但し、上記の区分に該当しない者は「不可」とする。 

 ③成績順位を決定する評価については、本試験の成績に基づくものとし、追試験、

再試験の結果は考慮せず順位決定を行う。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://sapporo-

shikagakuin.ac.jp/school/disclosure.html 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施していること。 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

①学生の卒業認定は、本学院の教育課程に義務づけられた各教科・科目の履修と修得

状況に基づき、教職員会の審議を経て、学院長が行う。 

 ②学生には初年度初めのガイダンスにおいて卒業に関する必要条件等を「学生便

覧」をもとに説明し周知する。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

https://sapporo-

shikagakuin.ac.jp/school/disclosure.html 

 

  


